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る私立 S 学園の高校 3 年生 5 名。 
手続き：心理検査として，バウム・テストとロ

ールシャッハ・テストを実施し，病態水準の臨

床心理的アセスメント，自我境界と自我防衛の

状況，自己イメージの把握を行った。その上で，

時間的展望を把握するために TAT を実施した。

学園保有の成育歴や行動観察記録も参考にした。 
Ⅳ．事例 

事例 1（男性，17 歳）：時間的展望は開かれず

断ち切られている。自我境界の弱さがあり，自

我解体の危機や自我漏洩感を感じている。 
事例 2（女性，17 歳）：自己イメージが年齢相

応に育っていない状態で，時間的展望が浅く都

合の良いものになっている。 
事例 3（男性，18 歳）：時間的展望は開かれて

おらず，リアリティに乏しい未来からは，不安

感が感じられる。スキゾイド傾向とジェンダー

をめぐるジレンマの中にあり，自己イメージを

作ることに苦心している。 
事例 4（男性，17 歳）：未来へのリアリティの

無さと，存在実感の欠如が認められる。自己が

育ってない現状があり，情緒性と身体性に自我

親和感ができていない。 
事例 5（男性，18 歳）：バウム・テストとロー

ルシャッハ・テストでアセスメントされた自己

イメージと，TAT の結果との間に関連性が見ら

れない。これは，両検査の間にあった就職試験

合格という現実を，肯定的な自己イメージとし

て取り入れられたことや，過去の捉え直しがで

きたことが要因として考えられる。 
Ⅴ．考察 

社会参加不安の背景要因―時間的展望との関連

において― 

(1)事例 1・事例 2（無力感の大きさから身動き

できないでいる場合）：自己効力感が未成熟で，

自己存在感の否定がなされており，アパシー親

和性が高い。自我漏洩の不安も持ち，それが自

我境界の守りの弱さとも関連している。必要と

される自己の確認が，基本的な心の課題となる。 
(2)事例 3・事例 4（近い将来の自分のイメージ

にリアリティが持てない場合）：自己断片化を避

けるために作られた誇大自己を持て余している

ことや，過去のやり直しについての志向性の強

さが読み取れる。彼らの持つ内的混乱は，ジェ

ンダーをめぐる自己課題の拡散と曖昧化，自己

断片化の不安と言える。現実生活者としての感

覚を取り戻すことが取り組み課題の基本となる。 
(3)事例 5（時間的展望がある場合）：解決可能

性が内在化され，生活者としてのリアリティ，

自分が主人公である感覚を確保できたことが推

察される。今後，現在の自己イメージが不安定

化しないように見守る必要性は残っている。 
これらの事例への考えられる支援 

(1)現在の自己というイメージの明確化：今の生

活場面で実現できている肯定的なイメージで捉

えられる自己を作ることが有効だろう。 
(2)身体性と情緒性の獲得：彼らは“素直な感情

を曖昧化させ遠ざけることによって生活感もし

くは生きている実感が希薄になり，同時に身体

性も希薄になる”（後藤，2006）状態と言えよ

う。“安定した枠組みと，父性によって守られ母

性によって支えられている感覚”（後藤，2006）
を得ることで，身体性を回復し，自分の情緒を

受け入れる姿勢ができるのではないだろうか。 
(3)なりたい自分を語る言葉の獲得：浅川（2008）
は目標の必要性について “目標とは，高校生が

混沌とした彼ら彼女らの自己意識の中に，目標

（未来）を起点とした時間的秩序を構築するた

めのアンカーとなっている可能性がある。存在

する場合としない場合で，自己意識の在り方が

変わってくる”と述べている。守屋（1979,1988）
は“時間的展望は，人間が苦悩から努力へと変

化する契機を作る”と表現している。展望が開

かれる段階まで自我が発達すると，立ち止まっ

ている状態から目標へ向かって進もうとする状

態へと適応が促進される。 
(4)なりたい自分となり得る自分の統合：未来に

対して理想や幻想だけを抱くのではなく，現実

的視点を併せ持つことが重要となってくる。そ

のような状態になって初めて，現在と未来の時

間的展望を現実味を持ったものとして確立する

ことができるのではないだろうか。 
 以上の様な試みが『実現可能な近い将来』に

ついての時間的展望の獲得へとつながっていく。 


